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星澤幸子氏【札幌市】 
☆☆ 料理番組、講演会、料理教室等を通じた食育・地産地消の啓発活動 ☆☆ 

 

１ 活動の概要  

私の活動の中心である札幌テレビ「どさんこワイド」の「奥さんここでもう一品」の出演は 20年以上

になりました。テレビ生出演を通して、より多くの食の本質を考えるようになり、多くを学ばせていた

だきながら食の重要性を発信してきました。 

また、ただ食べるのではなく、地元の食材を手づくりしていただくことは健康に過ごすためにもっと

も大切なことという考えから、子どもの食への関心と手づくり啓蒙のために、小中学生から自分で米料

理を作る「ご飯できたよ」（札幌テレビ「どさんこワイド」の企画）は好評で、10 年継続を目標に取組

んでおります。 

さらに、テレビ、ラジオ出演のほか４年前から、食育紙芝居を制作し、各自治体や学校、幼稚園、企

業へ出向き、食は命のもとであり、先の運命を決める大事な業であることをお話させてしていますし、

昨年 12月、和食文化が世界ユネスコ無形文化遺産に登録されましたが、当初からこの活動に参加させて

いただき、伝統食をいただくことが民族繁栄の要であることを様々な場面でお伝えしています。  

 そのほか料理や食のエッセイ本出版や、手軽に料理をしていただくためのクッキンググッズや鍋の商

品開発、道産食材を使った健康的な食品開発なども続けています。 

  また、宇宙飛行士、若田浩一氏に手づくりの味噌汁を提供させていただき、後の宇宙食味噌汁の開発

のお役にも立てました。 

 

２ 食の大切さについて～食育紙芝居の内容から～  

「食」は「人」を「良」くすると書きます。人に良いものを食べること、人に良いものが食でありま

す。そして良い人になるためにも食を慎む必要があります。 

 私たちはみな他のものの命をいただいています。この命が見せかけのものではなく本当にエネルギー

に満ちたものであれば、私たちの身体はそれを糧にして立派な身体に成長するはずです。また、その命

が外国からのものであるとか加工食品であると、身体はそれほどの力は得られないように考えています。 

 私は日本の食料自給率の低さを心配しております。私たちの日本人は 2000 年以上の歴史を持ちますが

つい 50年位前まではご飯に味噌汁、小魚そして漬物が日本の伝統食でした。この半世紀で肉、乳製品、

卵の消費が大幅に増え、そして米は半分以下になるなど、極端に食生活が変化したことが子どもたちの

体力そして健康に影響しているのではないか。また大人の健康にも同じような影響があるのではないか

と考えています。 

 現在、二人に一人が「がん」にかかる時代となり、今後もその割合は増えることが懸念されます。こ

れは身体に影響がある品物を山のように食べたこと、伝統食を踏まえない、いわゆるジャンクフードに

よる影響がかなり大きなウエイトを占めているのではないかと私は考えています。 

  ご飯、味噌汁、おひたし、一物全体の小魚、梅干などの伝統食が私どもの心と体を成長させるのに最

も適している食であることはいうまでもありません。北海道で生産されるもので世界中の料理を作るこ

とができるほど、私たちが住むこの北海道は豊かな大地です。身体と環境は別のものではないという身

土不二を基本に、私どもは北海道で採れたものを食べることがこれからの健康維持にたいへん有意義な

ことと考えます。 

 

３ 今後の目標  

 日本人の伝統文化は健康な身体がなくては、継承はかなわず、そのもとである食はたいへん大切です。

そして、食料の大生産地であり、様々な資源に恵まれた北海道は、世界に一つの最も優れた大地です。

私の夢は、この北海道に暮らす人々が豊かな心で健康に過ごし、世界から多くの人々を招いて繁栄し、

原野から開拓された先人のご苦労に対し花を咲かせることです。これからも夢に向かって邁進したいと

考えています。 
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